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1. はじめに 

人間のもつ多様な精神活動において，興味を抱くことは，

人間の行動に対して特に大きな影響を与えている[1]．その

ため，興味を測定することは宣伝やマーケティングにおい

てきわめて有用である． 

興味の状況および程度を客観的に測定する方法として，

身体動作から観察する観察法や，アンケート調査を行う質

問紙法が一般的である[2]．しかし，前者は観察結果と当人

の状態に差異が生じやすく，調査者の技量に結果が影響さ

れる問題がある[2]．後者は，回答者が調査者側の意向に沿

う結果や社会的に望ましい評価へ意図的に回答しうる問題

がある[3]． 

本研究で主張するように，生体信号を用いて測定するこ

とで，観察法や質問紙法のもつ問題点を解決できる可能性

が高い．その根拠として MacLean の提唱した脳の三位一

体説[4]によると，人間の脳は，理性を司る新哺乳類脳（大

脳新皮質），本能や感情などを司る旧哺乳類脳（大脳辺縁

系），生命維持を司る原始は虫類脳（脳幹周辺，特に視床

下部）の 3 層に大別される．この理論に基づくと，意図的

な回答は大脳新皮質，興味を抱くことは大脳辺縁系，生体

信号の変動は視床下部にそれぞれ由来すると考えられる．

また，大脳辺縁系と視床下部の間は神経線維が密であり，

強く影響しあう[5]．このことから，驚いたときや緊張時に

無意識に発汗するように，興味を抱いたときに生体信号が

変動する可能性が考えられる[6].．一方，大脳新皮質と視

床下部の間は神経線維が疎であり影響しあいにくい[5]．こ

のことから，発汗しようと考えても実際には発汗できない

ように，生体信号を意図的に変動させることが困難だと考

えられる[6].つまり，観察者が興味を推定するのではなく，

被験者から得られる生体信号を基にして興味を求めること

から，観察法の問題点を解決できると考えられる．また，

被験者が生体信号を意図的に変動させることが困難なこと

から質問紙法の問題点を解決できると考えられる． 

そこで本研究では，生体信号を用いた測定の実現のため

に，生体信号と興味の主観的評価に関係があることを確か

めることおよび，具体的な関係性の内容について調査する．

従来研究においては興味との関係は明らかになってはいな

いが，感情と生体信号の関係は研究されている．従来研究

において，嘉糠らは，被験者に感情喚起画像を提示したと

きの生体信号を測定して感情価の推定モデルを構築した．

結果，快感情における HEG 率の減少，  波，  波の増加

を報告した[7]．森脇らは，覚せい度に影響する映像を提示

し，生体信号から情動を認識して，情動を操作する映像を

切り替える情動レンダリングシステムを提案した．結果，

覚せい度を上げる映像での呼吸数の増加，覚せい度を下げ

る映像での HF パワー値の上昇を報告した[8]．阪本らは，

4 種類の感情を喚起させる映像の視聴時の質問紙調査結果

と，生体信号との関係を調査した．結果，脳血流は快-不

快，好き-嫌い，などの感情の推測に有効であることの確

認および，心拍数や LF/HF は個人の複合的感情から影響

される可能性を報告した[9]．Mauri らは 4 種類の感情を

誘発する刺激の提示時における，STAI 評価と生体信号と

の関係を調査した．結果，皮膚伝導と RR 間隔が特に

STAI 評価と相関が強いことを報告した[10]．これらのよ

うに，従来研究から感情価と覚せい度を示す生体信号と感

情に関係があることが示されている．興味も感情と同様な

精神活動であることから，生体信号との関係が十分に考え

られる． 

本研究の目標である，興味と生体信号とに関係があるこ

とが明らかになれば，コンテンツや商品の効果的な宣伝に

活用できる．また，既存の質問紙調査等による主観的な興

味の分析に加え，コンテンツや商品に対する無意識下の潜

在的な興味の分析をも可能となる． 

本論文では，第 2 節では測定する生体信号について説明

する．第 3 節では映像視聴時の生体信号と視聴後の主観的

評価との関係の調査について，第 4 節では実験結果と分析

について説明する．第 5 節に考察，第 6 節にまとめと今後

の課題について述べる． 

2. 本研究で用いる生体信号 

脳波，脳血流，脈波，皮膚伝導，呼吸は感情価と覚せい

度を示し，興味と関係すると考えられるため，嘉糠ら[7]や

森腋ら[8]に則り，これらを測定する．測定は Thought 

Technology 社の ProComp INFINITI を使用する．生体信

号はノイズを含み，また，安静時からの変動を分析するた

め，式(1)(2)に示す嘉糠らの標準化値を用いる．脳波と脳

血流と皮膚伝導には式(1)の標準化を行う． 

                        
   

 
                           (1) 

ここで，X は視聴時のデータであり， は平常時の平均値，

σは標準偏差である． 

呼吸数および，脈波における HF パワー値，LF/HF 比，

脈拍数においては，式(2)に示す標準化を行い，安静時との

相対値をとる． 

                         
 

 
                                       (2) 

ここで，X は視聴時，Y は平常時のデータである． 
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（a）皮膚伝導と脈波  （b）脳波と脳血流 

 

 
（c）呼吸 

図 1 生体信号の測定位置 

 

脳波は神経細胞活動による微弱な電位変動である．これ

を， 波 (4~8Hz)，  波 (8~9Hz)，  波 (9~12Hz)，  波

(12~14Hz)， 波(14~26Hz)の各周波数帯に分け，そのパワ

ー値を指標とする．精神活動は前頭葉で処理されることか

ら[11]，探査電極を，図 1 の（b）で示したように国際 10-

20 法の Fp1（左額部）に付ける． 

脳血流は脳活動を表す酸化ヘモグロビン相対量である．

酸化および還元ヘモグロビンの，赤色光と近赤外線光にお

ける吸光率から求まる HEG 率を指標とする．このセンサ

を，図 1 の（b）で示したように Fp2（右額部）に付ける． 

脈波は血液量の時間的変動である．BVP センサは，図 1

の（a）で示したように左親指に付ける．この時間的変動

を波として考え，高周波数帯（HF）と低周波数帯（LF）

にわける．HF のパワーは副交感神経活動を反映し，覚せ

い度が低いと上昇する．一方，LF のパワーは副交感神経

と交感神経の活動を反映する．このため，交感神経活動の

測定には LF/HF 比を用いる． 

皮膚伝導率はエクリン汗腺に生じる精神的発汗により変

化する皮膚の電気伝導率である．これは，覚せい度が高い

と上昇する．本研究では，図 1 の（a）で示したように，

左人差し指と薬指との間の伝導率を指標とする． 

呼吸数は興奮状態および運動時に増加し，リラックス状

態および安静時で減少する．このセンサを図 1 の（c）で

示したように腹部に装着する． 

 

3. 視聴時の生体信号と視聴後の主観的評価との
関係の検証実験 

通信販売番組の視聴時における視聴者の生体信号と興味

の主観的評価の関係の調査をする．通信販売番組を選択し

た理由として，通信販売番組は商品の広告媒体として視聴

者に興味を抱かせるように意図されて設計されたコンテン

ツであると考えられるからである 

質問紙調査によって，映像視聴前後の視聴者の主観的な

興味の種類と程度を評価し，映像視聴時に生体信号を測定

する．この実験に参加した被験者は 22 歳から 24 歳の大学

生 7 名（男性 6 名，女性 1 名）である． 

3.1 実験環境 
映像は 17 インチディスプレイで提示する．被験者はデ

ィスプレイから約 30cm 離れた位置に座り映像を視聴する． 

映像は日本直販(株)公式ページ上の通信販売番組[12]を

使用する．興味を抱きやすいと判断した商品として，ホー

ムベーカリー，一人用炊飯器，万能クリーナー，抱きにく

いと判断した商品として，かつら，ミシン，バリカンを選

出する．提示時間は各々2 分間で統一する． 

3.2 実験手続き 
インフォームドコンセントを行った後，測定機器を装着

する．はじめに基準となる 1 分間の安静状態の生体信号を

測定する．つぎに，商品の写真と宣伝文などからなる紹介

用紙を見せ，映像の視聴前の質問紙調査を行う．つぎに映

像を視聴させ，生体信号を測定する．そして，視聴後に質

問紙調査を視聴前と同じ内容で行う．以上のプロセスをす

べての被験者と映像の組み合わせで実施する．また，被験

者それぞれにおける映像の提示順序は，被験者全体での順

序効果を相殺するために，ラテン方格法に基づいて被験者

ごとに異なる順番とする． 

3.3 質問紙調査 
視聴前後で行う質問紙調査の評価項目は，通販番組の興

味の測定に則した参考文献[13],[14],[15],[16]に共通する 11

指標を用いる，商品に対する必要性，印象，好感，新奇性，

購買意欲，関心，用途明瞭性（用途のわかりやすさ），有

用性（役に立つか），利便性（使いやすさ），魅力，価格

妥当性を用いる．それぞれ 5 件法で回答させる．分析時に

は中立評価を原点とし，評価値を 3 で減算して高評価が正，

低評価が負となるように，表 1 に 4 項目までを示す． 

 
（a）興味を抱きやすい商品 

 
（b）興味を抱きにくい商品 

図 2 被験者 C の HEG 率の結果 
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表 1 興味の主観的評価に用いた質問紙 

質問①：「この商品の印象はどのくらいですか」 

1 非常に低い 2 やや低い 3 どちらでもない 4 やや強い 5 非常に強い 

質問②「この商品への好感はどのくらいですか」 

1 非常に低い 2 やや低い  3 どちらでもない 4 やや高い 5 非常に高い 

質問③「この商品の目新しさはどのくらいですか」 

1 非常に低い 2 やや低い 3 どちらでもない 4 やや高い 5 非常に高い 

質問④「この商品への関心はどのくらいですか」 

1 全くない 2 あまりない 3 どちらでもない  4 ややある 5 非常にある 

 

 

表 2 各項目と生体信号の重回帰分析 

目的変数 寄与率

θ α1 α2 α3 β HEG 呼吸数 皮膚伝導率HF LF/HF 脈拍数

印象 -0.55 -0.14 -0.46 0.91 -0.06 0.19 -0.63 0.34

好感 -0.26 -0.078 -0.20 0.08 -0.15 0.13

新奇性 -0.078 -0.12 -0.34 0.25 -0.18 0.35 0.24

関心 -0.20 -0.26 -0.29 0.29 0.17

魅力 -0.21 -0.07 0.09 -0.22 0.13

必要性 -0.083 -0.36 0.22 -0.15 0.18

購買意欲 -0.36 0.33 -0.053 -0.10 -0.16 -0.061 -0.14 0.14

用途明瞭性 -0.29 -0.013 0.28 0.16 0.073 0.22

実用性 -0.49 -0.043 0.59 -0.17 -0.18 -0.46 0.19

利便性 -0.026 -0.24 0.048 0.21 -0.15 -0.13 0.13

価格妥当性-0.035 0.28 0.34 0.18

説明変数(生体信号)

 
 

印象評価値 =  0.55  ( 波パワー値) 0.14  (HEG 率) 0.46  (呼吸数)+0.91  (皮膚伝導) 0.06  (HF パワー値) 

                                  + 0.19  (LF/HF) 0.63  (脈拍数)                                                                                                          

(3) 

 

 

4. 実験結果および分析 
質問紙調査の結果，視聴後の結果が視聴前の結果と比べ，

評価値が高まる傾向が表れた，生体信号においても映像の

視聴によって，安静時から変動する傾向が表れた．視聴時

の生体信号と視聴後の主観的評価結果との関係を次節から

分析する．生体信号の結果の例として被験者 C の HEG 率

を図 2 に示す．1 分間測定した安静時と比べ，図 2（a）に

示した興味を抱きやすい 3 商品が，図 2（b）に示した興

味を抱きにくい 3 商品よりも大きく減少したことが確認で

きる． 

 

4.1 各評価項目と生体信号との重回帰分析 

視聴後の興味の主観的評価の各項目の評価値を目的変数，

視聴時の生体信号の生理指標を説明変数とし，全ての被験

者の結果を一括して重回帰分析した結果，表 2 に示すよう

に，どの関係式の寄与率も 0.5 未満となり，興味の主観的

評価の各項目と生体信号との間には関係性がないことがわ

かった．寄与率はこの場合，生体信号の結果から求めた評

価値の理論値の，実際の評価値に対する適合度を表してい

る．値域は 0 から 1 までをとり，1 に近いほど精度が高い

ことを意味する．また，各説明変数にかかる係数は，その

説明変数が目的変数へ与える影響の大きさを表す．この結

果の一例として，印象の評価値を目的変数，生理指標を説

明変数とした場合を式(3)に示す．この例において，重回帰

式の寄与率は 0.34 となり，目的変数に最も影響している

説明変数つまり，生理指標は係数が 0.91 である皮膚伝導率

だとわかる． 

 
図 3 興味総合評価値 

 

 

総合評価値 =   0.38(X1)+0.38(X2)+0.37(X3)+0.37(X4） 

+0.34(X5)+0.32(X6)+0.29(X7)+0.23(X1) 

+0.20(X9)+0.15(X10)+0.15(X11)                        

 

（X1：関心評価値，X2：印象評価値，X3：購買意欲評価値，

X4：魅力評価値，X5：好感評価値，X6：必要性評価値，

X7：実用性評価値，X8：新奇性評価値，X9：利便性評価

値，X10：価格妥当性評価値，X11：用途明瞭性評価値） 

(4) 
 

0.0 0.1 0.2 0.3 0.4

用途明瞭性 
価格妥当性 

利便性 
新奇性 
実用性 
必要性 
好感 
魅力 

購買意欲 
印象 
関心 
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表 3 興味の総合評価指標と生体信号の重回帰分析（全員一括） 

寄与率

θパワー値 HEG率 呼吸数 皮膚伝導率 HFパワー値 LF/HF 脈拍数 0.22

回帰係数 -0.44 -0.14 -0.29 0.66 -0.14 0.10 -0.47

説明変数(生体信号)

 
 

総合評価値          波パワー値           率        皮膚伝導率          パワー値  

                                                                  脈拍数                                                                           
                        (5  

 

 

表 4 興味の総合評価指標と生体信号の重回帰分析（被験者 A） 

寄与率

α3パワー値 HFパワー値 LF/HF 脈拍数 0.66

回帰係数 0.61 -0.18 0.096 -0.35

説明変数(生体信号)

 
 

総合評価値          パワー値          パワー値                      脈拍数     
                                                                                                                                                                                          (6) 

4.2 興味の総合評価値の導入 
4.1 節では各項目と生体信号の関係が把握できるが，総

合的な興味を把握することは困難であることから，興味の

主観的評価の 11 項目の評価に主成分分析を行い，総合的

な興味の程度を示す指標を求める．全ての被験者の結果を

一括して総合的な興味の程度を求めた場合の結果を図 3 に

示す．また，具体的な式を式(4)に示す．被験者ごとの評価

値においても，同様に主成分分析を行い，被験者ごとの総

合評価値を算出する． 

本研究では，主成分のうちの第 1 主成分を興味総合評価

値と名付ける．元となる変数である項目群が 11 個である

ため，第 11 主成分まで求めることができ，そのうちの第

1 主成分は，係数の符号が全て同一である場合，元の変数

である 11 項目の評価の総合力を表すためである．また，

各係数は，その係数がかかる項目の評価が，総合評価へ与

える影響の大きさを表す． 

 

4.3 興味の総合評価値と生体信号との重回帰分析 

4.2 節で求めた興味の総合評価値を目的変数に，生体信

号を説明変数とした重回帰分析を行う．寄与率は，生理指

標から求めた総合評価値の理論値の，実際の総合評価値に

対する精度を表す指標である．値域は 0 から 1 までをとり，

1 に近いほど精度が高いことを意味する．分析に用いる説

明変数は，相関係数が高い説明変数の組のうち，目的変数

との相関係数が低い一方を除外していくことによって選出

する． 

全員の結果を一括して分析した場合においては，表 3 に

示したように，寄与率は 0.22 と低くなることがわかる.．

また，式の具体例を式(5)に示す．よって総合評価値と生理

指標との関係を一般化することは困難であると判断し，被

験者ごとにおいて同様の重回帰分析を行う． 

被験者ごとに分析した場合においては，寄与率が被験者

G 以外の全ての被験者において 0.5 以上となり，高い傾向

となった．具体例として，被験者 A の結果を表 4 に示す．

また，具体的な関係式を式(6)に示す．この場合の寄与率は

0.66 となった． 

4.4 総合評価指標と生体信号の主成分との重回帰分

析 
これまで行った重回帰分析には，多重共線性と，説明変

数数と個体数に関する制約という二種類の問題が存在する．

多重共線性とは，説明変数の間で相関が高い場合に分析結

果の信頼性が著しく低下する性質である．これを防ぐため

には，相関が高い説明変数間のうち，目的変数との相関が

低い説明変数を分析から除外する必要がある．制約の内容

は，説明変数の種類が個体数より 2 つ以上少ない必要があ

るという条件である． 4.3 節において，被験者ごとに分析

した表 4 の場合では，個体数が商品数なので 6 であり，説

明変数である生体信号は最大で 4 種類しか用いることがで

きない．加えて，生体信号間に相関がある場合は更に除外

する必要がある． 

上記の二種類の問題のうち，多重共線性は主成分分析を

用いることにより解決できる．この理由として，主成分分

析で抽出した各主成分は互いに独立で相関が無いため，説

明変数として用いた場合，多重共線性が発生しないためで

ある． 

そのため，生体信号の主成分を求めて，説明変数とする

ことで分析状況を改善させた上で，興味の総合評価値を目

的変数とした重回帰分析を行なう．寄与率は 4.3 節と同様

に，生体信号の主成分から求める理論値の実際の総合評価

値に対する精度を表す指標である． 

全員の結果を一括して分析した場合においては，表 5 に

示したように，寄与率は 0.25 と低いことがわかる．具体

的な関係式を式(7)に示す．さらに説明変数となっている主

成分得点のうち，主成分 1 の得点の具体例を式(8)に示す．

また，寄与率の低さより，5.2 節と同様に一般化すること

は困難であると判断し，被験者ごとの分析を行なう． 

被験者ごとに分析した場合においては，寄与率は 4.3 節

とくらべて格段に向上し，きわめて高い傾向となった．具

体例として，被験者 A の結果を表 6 に示す．具体的な関係

式を式(9)および式(10)に示す．寄与率は 0.99 ときわめて

高い値となり 4.3 節の場合と比べて格段に向上したことが

わかる． 
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表 5 総合評価と生体信号主成分の重回帰分析（全員一括） 

主成分1 主成分3 主成分4 主成分5 主成分6 主成分7 主成分8 主成分10

回帰係数 -0.20 -0.06 0.10 -0.18 0.18 -0.22 0.26 -0.11

θパワー値 0.42 -0.10 0.031 0.022 -0.58 -0.042 -0.21 -0.16

α1パワー値 0.44 0.014 -0.0011 0.0035 -0.35 0.016 -0.12 -0.30

α2パワー値 0.44 0.024 0.089 -0.14 -0.02 -0.04 0.019 0.88

α3パワー値 0.40 0.11 0.12 -0.19 0.60 -0.14 -0.0078 -0.22

βパワー値 0.42 0.15 0.10 -0.09 0.30 0.21 -0.068 -0.22

HEG率 0.25 -0.14 -0.21 0.86 0.17 0.23 0.21 0.048

呼吸数 -0.048 0.55 0.03 -0.09 -0.12 0.63 0.15 0.017

皮膚伝導 0.13 -0.15 -0.21 -0.13 -0.028 -0.42 0.57 -0.10

HFパワー値 0.0057 0.61 -0.59 0.14 0.015 -0.39 -0.32 0.054

LF/HF -0.090 0.28 0.72 0.39 -0.021 -0.38 -0.14 0.0065

脈拍数 -0.047 -0.40 -0.13 -0.0038 0.21 0.12 -0.65 0.063

説明変数(生体信号の主成分)

 
 

総合評価値         主成分  得点        主成分  得点        主成分  得点        主成分  得点  

                                   主成分  得点        主成分  得点        主成分  得点        主成分   得点  

 (7) 

主成分  得点         ( 波パワー値)       (  波パワー値)       (  波パワー値)       (  波パワー値)      

 ( 波パワー値)       (   率)        (呼吸数)       (皮膚伝導率)        

    パワー値                       脈拍数  
(8) 

  

表 6 総合評価と生体信号主成分の重回帰分析（被験者 A） 

主成分1 主成分2 主成分4 主成分5

回帰係数 0.49 0.7 0.46 0.26

θパワー値 0.35 -0.23 -0.013 -0.21

α1パワー値 0.35 -0.23 0.12 -0.30

α2パワー値 0.36 -0.15 0.11 -0.22

α3パワー値 0.19 0.28 0.82 0.25

βパワー値 0.36 0.07 -0.025 -0.39

HEG率 -0.32 -0.11 0.046 -0.16

呼吸数 0.34 -0.19 0.050 0.58

皮膚伝導 -0.34 -0.17 0.32 -0.36

HFパワー値 -0.34 -0.26 0.20 0.13

LF/HF 0.097 0.61 -0.32 0.055

脈拍数 0.079 -0.53 -0.25 0.30

説明変数(生体信号の主成分)

 
 

総合評価値        主成分  得点       主成分  得点        主成分  得点        主成分  得点  

(9)  

 

主成分  得点           波パワー値          波パワー値          波パワー値          波パワー値      

   波パワー値           率        呼吸数       (皮膚伝導率)          パワー値 

                      脈拍数  
(10) 
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5. 考察 
4 節において行った重回帰分析において，全員の結果か

ら一括して分析を行った場合の寄与率が低いことから，ど

のような被験者にも適用可能な一般化された関係式の構築

は困難であることがわかった．また，興味の主観的評価が

高い場合には，皮膚伝導，LF/HF が増加し， 波パワー値，

HEG 率，呼吸数，HF パワー値が減少することがわかった． 

被験者ごとに分析を行った場合，被験者それぞれの寄与

率が非常に高い傾向であったことから，被験者ごとに，興

味の主観的評価と生体信号との強い関係を別々に有するこ

とがわかった．よって，被験者ごとの関係式を用いること

により，生体信号から興味の総合評価値を十分に信頼性の

ある指標として求められることが示された．また，通販番

組への興味の主観的評価が高い場合には，LF/HF が増加

し，HEG 率，HF パワー値が減少する傾向がみられた． 

通販番組への興味における主観的評価と関係が深い生体

信号は，脳血流（HEG 率）と脈波における HF パワー値

と LF/HF だとわかった．通販番組への興味の主観的評価

が高まる場合は，快感情となるために HEG 率は減少し，

覚せい度は高まるため脈波のうち HF パワー値は減少し，

LF/HF は上昇したと考えられる． 

6. まとめ 
本研究では，映像視聴時の生体信号と，視聴後の興味の

主観的評価結果との関係を調査し，実際に関係が存在する

ことを確かめた．また，興味の主観的評価と生体信号の関

係は個人ごとに独立した強い関係を有することがわかった．

そして，共通点として，映像視聴時の興味の主観的評価が

高まる場合に，快感情となり覚せい度が上昇するため，脈

波の LF/HF が上昇し, 脳血流の HEG 率や脈波の HF パワ

ーが減少することが明らかになった． 

本研究では，6 種類の通信販売番組を用いた実験結果に

対し，目的変数を主観的評価結果，説明変数を生体信号の

生理指標とした重回帰分析で関係式の構築を行うことを共

通点として，映像視聴時の生体信号と視聴後の興味の主観

的評価結果の関係の分析を複数の方法で行った．分析の当

初は，主観的評価の各項目を目的変数としており，興味の

総合的な評価が把握が困難であった．そのため，主観的評

価項目群に主成分分析を適用することで，興味の主観的評

価の総合評価値を抽出した．総合評価指標を目的変数とし

て生体信号との重回帰分析を行った結果，被験者全体に対

する関係式は寄与率が低くなった一方，被験者ごとの関係

式は寄与率が高くなった．次に，生体信号に主成分分析を

適用して抽出した主成分を説明変数として，重回帰分析を

行った結果，被験者ごとの寄与率は格段に向上した．これ

より，生体信号を主成分に処理してから説明変数に用いる

ことによる，分析条件の改善の有用性が確かめられた．  

一般的に精神活動と脳波は関連が深いとされているが，

本研究では脳波への強い関係性は現れなかった．この理由

として，脳波は大脳新皮質における電気活動であるため，

辺縁系由来である興味を反映しにくいためであると考えら

れる．また，類似した結果が先行研究で報告されている．

阪本らの報告では，緊張-リラックス，快-不快，集中-退屈

などの精神活動と関係が高い生体信号は脳波でなく，脳血

流と LF/HF であった．Mauri らの報告では，関心を誘発

する刺激の提示時には,脳血流の低下, LF/HF の上昇,皮膚

伝導の上昇が，脳波より優位にみられた． 

結果から，通信販売番組に興味を抱くと快感情となった．

しかし，不快でも興味が抱かれる場合があるため，今後は

様々なカテゴリの映像を調査する． 

本実験での主観的評価は番組全体への評価であった．し

かし，番組の時系列的な変化に伴って興味の状態は変動す

る可能性がある．今後は興味が高い場面ごとの調査をする． 

本研究により関係を実証できたため，今後は生体信号に

よる興味の推定モデルの設計を一般化を含めて取り組み，

生体信号から興味を推定していくことを目指す． 
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